
２．新しい取組みへの挑戦

• 自動車の低公害化・低燃費化など、

　環境対策に資する技術開発への

　積極的な取組み

６



○自動車の低公害化・低燃費化など、環境対策に資する技術開発への積極的
な取組み

－沿道の大気環境の改善のためには、主要な発生源であるディーゼル
貨物車の低公害化が最も効果的。

－地球温暖化対策としては、自家用乗用車の低燃費化とともに、ネッ
トワーク整備・ＩＴＳのシステム化・ＴＤＭなどが必要。

－道路行政は、低公害車や低燃費車の技術開発など、環境対策に資す
る技術開発に積極的に取り組むべき。



２．新しい取組みへの挑戦

本格的な自動車交通量の抑制（ＴＤＭ）

●「ＴＤＭ」の名称を、自動車利用者の自覚を喚起し、
責任の共有ができるような名称に変更するべき。

●有料道路の料金体系を見直すべき。
　多様な料金政策のためには、

特にＥＴＣの普及が重要なポイント。

●自動車交通量の抑制に、
　自動車利用者とともに計画的に取り組むべき。

７



○ 本格的な自動車交通量の抑制（ＴＤＭ）

－ネットワーク整備による渋滞対策だけでなく、自動車交通量の抑制
（ＴＤＭ）にも本格的に取り組むべき。

●「ＴＤＭ」の名称を、自動車利用者を自覚を喚起し、責任の共有
ができるような名称に変更するべき。

●有料道路の料金体系を見直すべき。
・有料道路制度では、環境負荷最小、渋滞時間最小化等の多様
な料金政策が可能
・多様な料金政策のために、ＥＴＣの普及は極めて重要

●自動車交通量の抑制に、自動車利用者とともに計画的に取り組む
べき。



交通量の調整手法の概念図

需要サイドを調整する手法（ＴＤＭ）

供給サイドを調整する手法

相乗り又はシャトルバス

パークアンド＆ライド

大量公共交通機関の利
用促進

物資の共同集配

フレックスタイム

時差出勤

ロードプライシング

道路ネットワークの整備

ボトルネック対策

幅員の確保

相乗り車優先レーンの整
備

パーク＆ライド用駐車場
等の整備

共同集配センターの整備

８



ロンドンのロードプライシング

「ロンドン市長の交通戦略」より

セントラルロンドン
（２１km２）全車一律　

　　　５ポンド

（約900円/日）

課金

平日７：００～

　　　　１８：３０

時間

２００３年２月より
実施予定

９



東京都のロードプライシング（効果試算）

１０

「東京都ロードプライシング
検討委員会」報告書より

試算条件（料金）
　：小型車５００円
　：大型車１０００円

削減量

（区部幹線）

15,800～
48,800t

ＣＯ２

14～46tＳＰＭ

130～470tＮＯｘ



自転車利用の促進

自転車と一緒に電車に乗る（ドイツ）

１１



宇都宮市の時差通勤

外環状線

参加者：
外環状線内１６８事業所に
勤務するマイカー通勤者
２，１２２人

ＪＲ宇都宮駅

市役所

東武宇都宮駅

：　渋滞長が２割以上減少した交差点

県庁

実験期間：
平成１１年１１月１５日～
　　　　　　　１１月１７日　３日間

方法：
始業時刻を概ね１時間遅らせる

実験結果

最大５分

短縮

路線バス
所要時間

１０交差点で
２割以上減少

渋滞長

１２



丸の内地区物流ＴＤＭ（実証実験）

参加企業：
運送事業者１９社

１３

○共同輸配送による
　　物流効率化
○CNG車導入による
　　環境対策
○路上駐車の抑制
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